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1  はじめに

近年,花き類の品種育成は,嗜好の多様化を

背景にして従来の種苗会社をはじめ,異業種の

企業や公立試験場でも行なわれるようになり,

生産現場では様々な花色や形態を有した新品目

の導入や地域特産品的な新品目の開発,更には

施設化による高品質周年生産体制への取り組み

などが進められており,花き農業はその地位を

年々高めつつある。

ここでは, まず花の消費,生産動向と近年の

品種開発状況を把握した上で,岩手県における

リンドウ品種開発と,産地形成等について検討

した。

2 花き類の消費動向

(1)一世帯消費支出と切花支出

総務庁統計局の「家計調査年報Jに よると,

一世帯当たりの切花購入額は, 昭和50年には

4,158円 であったが同62年には8,889円 となり,

昭和50年の 21倍,55年の 14倍の伸びとなっ

ている。また,収入階層別に見ても,いずれの

花 の新 品種 開発 と産地化

階層でも昭和62年度には50年対比で14倍～16

倍に伸びている (表 -1)。

一方,消費支出は昭和50年対比で62年は 18

倍,55年対比で 12倍となっており,切花購入

額の伸びの大きいことが分かる。

(2)月 別購入額及び用途別品日

月別一世帯当りの切花購入額を示したのが表

-2である。これによると消費の大きい月は12

月, 3月 , 8月 で調査年次による差がないこと

から,未だに季節行事的な消費傾向が強いとい

う感がある。

「国民生活自書」の国民生活に関する世論調

査によると,今後の生活の仕方について「物の

豊かさを求める物消費型Jか,「心の豊さを求

める物消費型Jかという間に対 lン ,「心重視型J

が年 増々加し,昭和63年には50%を越えたのに

対し,「物重視型」は33%に低下している。こ

れは,切花の消費傾向として従来の季節行事的

利用にカロえて,装飾鑑賞用とlンての,オールシ

ーズン的な潜在的需要が増加していることを示

しているとも考えられる。
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10,479   11,258

7,212    7,952

表-1 年間収入階級別一世帯当たり切花購入額

年間収入階級区分
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5,010
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5,570～    5,880～    6,320～ 6,590～ 6,850～

資料.家計調査年報

表-2 月別一世帯当たり購入額

資料 家計調査年報

表-3,図 -1には各 ,々 目的別に使用する

花の種類と,花小売店における売上げ種類別の

構成を東京都における花き流通実態調査より抜

粋 lンたものである。用途別に家庭で使用する代

表的品日としては,キ ク,バ ラ, カーネーショ

ン, ラン等が上位を占めているが,構成比から

見ても分かるように,多種多様な品目が矛」用さ

れている。売上げ種類別に見れば,店頭売 りが

68%と最も高 く,業務用23%,稽古花 9%と な

っている。特に近年,スーパーなどの量販店での

花束販売や,花の自動販売機の出現など,比較

的安価で買いやすいといった新たな販売方法も,
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(単位 :千円)

年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 計

45

50

55

60

61

62

62/50

62/55

62/61

97   118   180   133   147   140   142   178   159   119   118     394  1,926

210   264   430   289   294   288   306   416   377   256   231     795  4,158

332   415   692   457   447   383   430   651   601   389   358   1,136  6,289

433   479   909   578   594   485   576   906   716   486   420   1,370  7,952

459   509   931   568   614   520   597   971   791   509   470   1,328  8,265

472   555   989   649   721   579   635   966   813   583   484   1,445  8,889

225   210   230   225   245   201   208   232   216   228   210     182    214

142   134   143   142   161   151   148   148   135   150   135     127     141

103   109   106   114   117   111   106    99   103   115   103     109     108



表-3 使用目的別になた家庭でよく使う花の構成比 (単位 :%)

装飾鑑賞用 家庭祝事用 季節行事用 趣 1/1国芸用 他家贈答用
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資料 花き情報 (1989 NQ 4)

↑6'9(店頭販売) 資料 花き情報 (1989 No4)

図-1 花小売店の切 り花類の売上げ種類別構成比
資札 花き情報 (1989M4)

潜在需要を堀り起す有効な手段になっていると

考えられる。

3 花の生産動向
(1)花 き農業の位置

昭和62年における全国の花き類の作付面積は,

表-4 花き農業の地位

38,2421a,生産額は 4,408億 円でこの額は我が

国の同年の農業総産出額 10兆 6千億円の 42%

に当たり,果樹の 2分の 1,野菜の 5分の 1に

達している。その経過を示したのが表 -4であ
る。農業総産出額が昭和50年対比で62年には

12倍であるのに対し,花き生産額は同様に 32

(単位 :億円,ha,千戸,%)

区
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業
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花
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農
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総
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花 き 作 付 面 386    36.163

出 額  (A)
産 額  (B)
A)

C

戸 数  (D)
C)

90,514    102,625

1,378      3,012

15     29

4,953      4,661

162        139

33     30
379        920

851      2.167

22         24

117,171   116,295

3,870     4,145

33    86

114,232   105,619

4,244     4,408

37    42
36,634    38,242

4,331     4,284

140       144

32    34
10a当た り花き生産額 (
1戸当たり花き生産額 (千円)
た り作付面積  (a)

4,473     4,376

144       142

32    33
1,094     1,146

2,688     2,919

25        25

1,158

3,031

26

1,1

3,069

27

資料 農林水産省農蚕園芸局果樹花き対策室調べ
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倍となっており,花き農業の伸長が著しいもの

であることが明らかである。

(2)花き生産の推移

表-5は花き生産の推移を種類別に全国と東

北地域について示したものである。

表-5 花きの生産推移

切花鉢物苗物類の面積,生産額は共に近年急

速に伸長しているのに対し,球根類・花木類は

微増又は停滞の傾向にあり,今後もこの方向で

生産が推移するものと思われる。

岩手県の花き生産は,県中央部において昭和

(単位 :ha,千 円)

観

年度

切花鉢物吉物類 球  根  類 花  木   類 花 き 類 合 計

面  積 生 産 額 面  積 生 産 額 面  積 生 産 額 面  積 生 産 額
５５

５７

５８

５９

６０

６‐

６２

全
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12,600

13,829

13,876

14,496

14,691

15,191

16,037

156,510,539

182,667,366

198,046,425

203,980,875

222,485,900

223,672,351

248,601,201

1,578

1,767

1,668

1,643

1,624

1,703

1 634

7,124,256

6,996,495

9,060,801

6,485,067

6.574,443

6.197,555

6,703,668

14,453

15,056

14,886

14,682

14,790

14,711

14,951

133,000,303

154,553,874

181,876,936

168,019,466

175,098,001

174,178,562

172,688,341

32,463

34,843

34,911

35,386

36,265

36,738

38,242

301,234,473

349,649,864

395,649,864
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9,410,610
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２９８

２６７

２８９

２８３

２９０

２９０

2,679,685

2,227,826

1,956.514

1,830,905

1,841,507

1,989,853

2,157,778

1,464

1,403

1,446

1,504

1,543

1,636

1755

9,536,811

10,181,574

10.580,874

10,264,612

11,351,373

11,655,589

12,986.280
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1,435,787

1,602,781

1,609,913

1,594.647

1,795,405

1,825,210

2,054,100

2.274,455

32,131

59,179

63,237

62,579

70,439

58,821

70,439

58,411

37,358

４６

４５

４３

４‐

４０

３６

３５

３３

２８

121,612

147,832

151,820

149,380
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168,507

163,668

130,297

‐２

５７

５５

５８

７６

７２

０２

４７

８９

724,771

1,643,922

1,817,838

1,821,872

1,812,766

1,976:876

2.052,248

2,264,987

2,442,110

資料 :農水省「花き類の生産状況等調査J,63年数値は畑作振興課調べ (岩手県)

注 花き類合計には,上記 3種類のほか,芝類及び地被植物類分を含む。

25年 ころからスイセンの球根生産が試みられた

ことに始まる。その後,スイセンの球根生産の

広がりと共に,昭和31年ころには水沢市周辺で

グラジオラスの球根生産も開始されるようにな

ったが,この当時の切花,鉢物生産は極めてわ

ずかで,県内各地に点在する程度であった。

昭和36年ころになり,各地に生産組織が結成

され,試験場などによる様々な花き生産技術の

開発や リンドウ品種の育成などが進められ,昭

和45年以降花き生産額が急速にイ申長し,昭和 63

年度には県全体で24億円の生産額を上げるまで

になった。

-46-



(3)切花栽培農家数             数の割合も年々増加しており,その増加率は昭

表-6は,東北各県の年次別切花栽培農家数   和55年対比で昭和63年は全国平均 136%である
と,年間農業粗収益に対する切花の割合を年次   のに対 1´,東北地域は 191%と 2倍に近い伸び
別に示したものである。これによると,全国の   となっている。こうした数値からも東北地域が
傾l旬と同様に東北各県でも切花栽培農家数が増   花き産地として急速に伸長 l´てきていることを
加している。全国に対する東北地域の切花農家   示しているものと考えられる。

表-6 東北地域における県別切花農家数 (拗 ,及 _l・年間農業粗収益に対する切花の割合 (下段)

資料 花き類の生産状況等調査 (農林水産省農蚕燿芸局果樹花き課)

年間農業粗収益に対する切花の書」合から見た   入,新品種の開発等によっては,一層の飛躍が
場合,東北地域は各県共に20%未満農家の多い   期待できると言える。
点が特徴的である。これは元来,水稲を基幹と

lンた経営展開の中に花き部門を複合させてきて   4 花の需給見通 し
いる結果であると考えられ,新品目の開発や導    表-7は ,農政審議会が政府の「農産物の需

表-7 花き。花木の需要,生産の推移と見通し

注 1)切花総需要量は国内出荷数量と輸入量の計である。
2)作付面積には,上記のはか,鉢物類,花壇用苗物類,球根類,芝類,地被類が含まれている。

厖

55 年 60 年 63 年

段色 撃Ю "" 段争収色 電∞ "" 段争 80,多    80      50     20%以 上  ～∞  ～211 以 下

青 森 39 9538ち層6 589 47 7949ち『 1 623 44  7565ち『 8 633
岩 手

792
1 9    9 0   31 2   58 0 29Hも 3612■ %」 2.077

3. 3 6.7 27.4 62.6

官 城
950

13 4   17 4   27 6   41 2 ЮЮ ,も Hり,2“Ю 10.0 17.9 29.0 43. r

秋 田 254
9 1   12 2   24 6   54 7

624
2 6    5 9   31 4   60 0 27 4ち

08ら122Ю
山 形 19  154 60 3 66 0 59 7

福 島 70B七 りも0巧
“
Ю 66盈響ζ3″ お■ 71犯 t"102427

全 国 20 1   2∫174ち 6 4   30 2 20 5   247467ち 5 6   29 9 れ■ 2」152ち4■ 303

昭和50年 55年 60年 61年 (鉾 ) 西黒衝
切 花 総 需 要 量 (億本) 44 48

生

　

産

切花出荷数量 (億本)

作 付 面 積 σLa)
うち 切花類 σLa)
花木類 (万m)

33

36
09
17

39

33
1 1

15

43

36
13
15

45

37
14
15

46

38
14
15

89

52
23
17
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要と生産の長期見通し」についての諮間に対し

て,答申に盛り込まれた花き,花木の需要,生

産に関する見通しである。これによると,所得

水準の向上,居住環境の変化,生活へのlilい と

豊かさを求める志向が強く,多様化が進み,花

き需要は拡大 lン,総需要量は日標年の平成12年

には,基準年 (昭和62年)の 2倍を見込んでいる。

表-8 野菜の需要,生産の推移と見通 lン

以上 花き類の需要と生産状況について概観

したが,農政審議会答申に見られる需要の伸長

見通しを,単に時代の流れと認識するだけでは

なく,色や形,新奇性等の市場性の高い新品種

の導入,生産技術の向上等に積極的に取り組む

ことにより,こ うした需要をよリー層確固たる

ものにすると思われる。それと同時に,安価で

一方生産面では,バイテクによる新品日,新品

種の開発や導入など,市場性の高い品目への取

り組みが進み,基準年の40%増 (5万 2千 1na)

の栽培が見込まれるとしている
つ
。また表-8,

9には同様に野菜と果樹についての答申を示 lン

たが,これらはいずれも今後,横ばいと予測 1ン

ている。

安定供給を図 り得るように生産コストの低減と,

共選・共販体制を行 う産地育成も重要な課題と

考えられる。

5 種苗登録から見た花き類の新品種育成

の状況

新品種の保護制度については,昭和22年に
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昭和50年 55年 60年 61年 纏鉾 ) I轟衝

需

要

総 需 要 量 (万 t)

うち 葉 茎 菜 類

果  菜  類
果 実 的 野 菜

根  莱  類
1人当たり純食料 (kg)

1,590

633

380

158

420

109 4

1,697

700

399

147

452

1120

1,732

735

411

139

448

1102

1,776

748

425

143

460

1120

1,771

743

432

147

450

1108

1,916

(830)

079)

(153)

(4M)

111

生

産

生  産  量 (万 t)
うち 葉 茎 菜 類

果  菜  類
果 実 的 野 菜

根  莱  類
10a当た り収量 (聴)

作 付 面 積 (万 ha)

1,567

616

374

158

420

2.560

60

1,647

675

373

147

452

2,590

62

1,646

707

360

138

440

2,590

62

1.679

718

366

142

453

2,660

62

1,660

707

367

145

441

2.630

62

1,757

(782)

(382)

(146)

(447)

2,690

63

表-9 果実の需要,生産の推移と見通し

昭和50年 55年 60年 61年 62年
(基準年) 〕̈需

要

総 需 要 量 (万 t)

1人当たり純食料 (kg)

807

42 5

773

38 8

758

36 8

756

36 6

812

39 1 38

生

産

生  産  量 (万 t)
栽 培 面 積 σha)

669

43

つ
４

　

４

一

555

38



「農産種苗法」が制定されたが,その後,欧米

における保護制度やUPOV条約 (植物の新品
種の保護に関する国際条約)に沿った「種苗法J

が昭和53年に成立した。そして昭和57年には

UPOV条約に日本も加盟し,種苗の国際交流

及び国際的な保護力Ⅵ進されることになった。こ

こでは,種苗法に基づく種苗登録制度から見た

花き類の新品種の開発状況について検討する。

(1)出願・登録の状況

昭和53年の品種登録制度の発足から昭和63年

(63年 3月 末現在)

-,;22 21 2t m

図-2 種類別出願件数と登録品種件数

注 図-2～図-5は農林水産省農蚕園芸局種苗課資料

[鞠

図-3 植物別の出願・登録件数 (昭和63年 3月 末)

榊聯ω 樹
０
０

果
“
“

種類
"暉
録

総件数
1.613件
(1000%)
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3月 末までの出願件数は,累計で 2917件にも

なる。種類別出願件数・登録品種件数及び植物別

の出願・ 登録件数 (昭和63年 3月 末まで)を図

-2及び図-3に示した。このように花き類 (草

花類)の出願・登録件数は極めて多く,各々全

体の46%,38%を 占めている。

植物別では,バ ラ,カ ーネーション,シ ンピ

ジウムが上位 3品 日となっており,上位30品 目

の中に花き類は16品 目含まれている。

また,出願の主体的分類を図-4に示したが,

全体では,個人と種苗会社がいずれも40%程度

で大半を占有しているが,公的機関による出願

も約16%程度ある。種類別では,草花類,観賞

樹いずれも個人と種苗会社が大半を占有してい

るが,そのシェアは草花類では種苗会社,観賞

樹では個人が大きい。

100%
3

草花類
(カ ーネーシ

:途 こ傷
観賞樹
0ぎ ら, つば
ま つつし
ほか)

野 菜
(ト マ ト,い
ちこ だいこ
ん ほか)
果 樹
0ヽんきっ

40

07

02

02

更に他の種類では,野菜やきのこの分野にお

いて,バ イテクブームもあって異業種企業によ

る品種開発が進んでいることも推察される。

図-5は,外国からの出願状況を示したもの

である。国別ではヨーロッパが全体の75%を 占

め,出願品目は96%が草花類となっている点が

特徴的で,こ れは日本が UPOV条約に加盟し,

保護制度が諸外国に周知されたことと, 日本が

国際的な花市場として有望視されている背景が

競と
食用作物

妙韓

pa[

凡rlll巫 個 人 四 種請会社 [I]食品会社
□ 農協等 ― 繊 聰 日 国

図-4 出願品種の主体別分類

あるためと思われる。

6 岩手県におけるリン ドウ品種の開 発と

産地化の経過

(1)リ ンドウ栽培の経過

リンドウ属は約 300種を有し,ユーラシア大

陸に多い。欧米ではロックガーデンに用いるこ

とが多いが, 日本では切花が主体である。 リン

ドウは江戸時代の絵画に既に描かれていたが,
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′ヾラ
109

(229%)

籠鶏許
況

475

に

り
況

475
イタリア

“(116%)

01
(192%)

アイルランド6(13
許7r", デンマーク10(21

31
(a5,つ

セントぎ―リア
23(48%)

カランフエ
16(34%)

図-5 外国からの出願状況

切花生産が行なわれるようになったのは戦後と

言われる。

本県においてリンドウが栽培されたのは昭和

33年のことである。その後,雫石町の生産者が,

近くに自生している株を収集して水田30aに栽

培し,東京市場へ出荷を試みたところ,高い評

価を得て,点的ではあるが本格的な生産が開始

された。しかし,当時は実生からの栽培法が確

立されていなかったため,継続した生産には至

らなかったが,昭和41年に岩手県園芸試験場に

よる,実生からの栽培法が確立されたことによ

り生産意欲が高まり,昭和47年からは組織的な

生産が安代町で開始された。

岩手県園芸試験場におけるリンドウの品種開

発は昭和39年から開始され,これまでにFl品種

7種 (種苗登録 4品種,登録内定 1品種,申請

中2品種)を開発している。これらのFl種子は図

-6に示したように,岩手県園芸試験場と (社)

岩手県農産物種蘭改良センターとで分担採取し,

岩手県経済連を通じて農協,生産者に配布する

方法を採用している。

こうした方法により計画的な産地育成が図ら

れ,昭和63年度 r.‐ は リンドウの切花栽培面積

234 ha,生 産額 12億 円に達するまでになった

(表 -10)。

岩手県園芸試験場

。品種育成

種首センター

。採種用親株管理

。採 種

種 子

図-6 岩手県におけるリンドウ種子の生
産,配布方式

。採種用親株の維持増殖

岩 手 県 経 済 連

農 協 ,生 産 者
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表-10 リンドウの生産推移

年 産 栽培面積 生  産  量 生  産  額 一本当たり単価

全

国

５５

５７

５８

５９

６０

６‐

６２

昭 ｈ３６７

如

４‐９

４２０

４４２

４６７

５２９

8,785万本

9,847

9,696

8,158

8,263

8,588

9,176

1,975,318千円

2,567,098

2,638,973

2.388.285

2,636,147

2,381,319

2,992,897

22 5円

26 1

27 2

29 3

31 9

27 7

32 6

東

５５

５７

５８

５９

６０

６‐

６２

‐５３

‐９３

‐８９

２００

２‐９

２４６

３０２

2,308

2,985

3,267

2,981

3,183

3,820

4,264

618,135

982,380

1,090,236

996,797

1,262,851

1,242,939

1,558,823

26 8

32 9

33 4

33 4

39 7

32 5

36 6

長
　
　
野
　
　
県

５５

５７

５８

５９

６０

６‐

６２

165

163

155

139

136

134

133

5,394

4,824

4,715

3,674

3,385

3,342

3,471

1,051,000

969,624

994,822

874,507

771,826

661,736

874,642

195
20 1

212
23 8

22 8

198

25 2

岩

　

　

手

　

　

県

５０

５５

５７

５８

５９

６０

６‐

６２

６３

‐７

９０

‐１２

‐‐５

‐３０

‐４２

‐６５

２００

２３４

369

1,539

1,916

2,110

1,946

2,176

2,560

2,962

3,092

88,681

431,000

676,290

760,886

722,534

905,175

884,849

1,075,085

1,194,518

24 0

28 0

35 3

36 1

37 1

41 6

34 6

36 3

38 6

資料 農水省「花き類の生産状況等調査J,63年数値は畑作振興課調べ (岩手県)

(2)リ ンドウの品種育成

1)育種素材の収集

育種素材として,県内は矢巾町岩清水付近,

標高 300～ 400mの自生種 (昭和 40年入手),

松尾村松尾鉱山付近,標高 900・ の自生種 (昭

和 41年入手),玉山村外山付近,標高 750mの

自生種 (昭和41年入手),松尾村竜ケ森付近,標

高 500m付近の自生種 〈昭和41年入手),雫石町

千沼が原の自生種 (昭和42年入手),県外からは

福島県吾妻山産株 (昭和39年入手),同磐梯出産

株 (昭和39年入手),北海道産株 (昭和40年入手),

大分県産株 (昭和48年入手),その他,山 形,長
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野,栃木,熊本県産等を入手している。更に近

年は, ヨーロッパ,中国産のものも入手し,遺

伝子源の拡大と特性の検討を行っている。

2)育種目標の設定

品種開発のための育種目標を昭和42年に設定

しているが,その内容は以下のとおりである。

① 花色 :青系は濃青紫色,自系は純自で外

弁に着色がなく美しく,花弁に斑点のないもの。

近年,更に桃色系を加え,青系についても淡い

色調のものや,花弁の光沢等も加えて検討して

いる。

② 花段数と咲き方 :草丈の長い系統は6～
7段,草丈の低い系統は 3～ 4段の花をつけ,

花数は頂点に多く,下になるにつれて徐々に少

なくなる。

近年,従来からの 1本立系に加えてスプレー

タイプ (枝が分岐して着薔する)の育成を目標

に加えている。また,花弁先端が完全に展開す

る咲き方も,従来の管状とは全く異なる印象を

与える重要な要素として注目lンている。

③ 開花期 :極早生～極晩生 (7月 ～H月開
花)。

④ 葉の形状 :草丈と調和のとれた大きさ■
立葉のもの。

③ 茎の性状 :茎立本数はあまり多くなく,
太くて強いもの。茎の色は緑色の茎を主体とし,

草丈 HOcn～ 120 cl程度。

③ 耐病虫性 :葉枯病,ウ イルス病,テ ング
ス病,立枯病等の発生のないもの。

3)育種素材からの優良系統の選抜

昭和42年から,収集した育種素材の特性調査

を実施した。その中c県 内に自生する4か所の
エブリンドウ (Gσ″厖π″ ″′ο″α Pall var

地によって性質が大きく異なることが明らかと

なった2)(図 -7,8)。 特性調査後,有望と思

われる個体を 1～ 2世代自殖して系統分離を行

ない,優良系統を育成している。現在,基本系

統としては矢巾系,雫石系,北海道系,吾妻系,

磐梯系,鳥取系,九州系等,H系統とそれらか

ら分離した系統が約200系統ほどがある。

リンドウは元来,自殖劣性が比較的強く出る

ため,固定系統を育成するためには膨大な個体

数と選抜に時間を必要とする。したがって栄養

系が確立されている一部の系統を除いて, これ

らの維持,増殖は集団選抜法を用いているが,

形質の安定性から,全ての系統において栄養繁

殖技術の確立を早急に求められている。

図-7 時期別開花割合
(吉池 1984)

う0 60 70 80 90 10 1tl い 130101∞ 1601つ

Cm

図-8 草丈別割合
(吉池 19譴 )

％
∞

74r A 25 3r V5L0 t5 20 25

japOnica HARA)を 栽培 した場合でも,自生
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表-11 岩手県園芸試験場におけるリンドウの登録品種の育成と特性

草丈 :100∞前後

花段数 :4～ 5段
8月 上旬～中旬

(平 IIB地 )イーハ トーヴォ

(互
本

壇

118曇
) 。花色が濃く,揃いがよい。

。葉が垂れず,葉形が揃っている。
草丈 :90cI前後

花段数 :6～ 7段
8月 下旬～ 9月 上旬

(平坦地)

(署
碑

219鼻
) 。花色が濃く,花の段数が多い。

。葉は濃緑色,上向きで揃っている。
草丈 1 120cl前後

花段数 :5～ 6段
9月 中旬～下旬

(平坦地)ジ ョ バ ン ニ

(買
に

118曇
)

*在来種 (矢巾系)との違い
。花色が濃 く,揃いがよい。
。葉色,葉形の揃いがよい。

草丈 :17cm前後

花段数 :1～ 2段

(鉢物用矮性種)

8月 中旬～下旬

(平坦地)
い わ て 乙 女

(重
電

913曇
)

*在来種 (シ ンキリシマリンドウ)と の違い

。花弁外面の色が鮮青紫色で美しい。
。茎が直立性で鉢物リンドウのイメージを一新。

草丈 :140cm

花段数 16～ 8段
10月 中旬

(平坦地)ア ル ビ ン オ

(登録内定公表 )

H29現 在
((ジ ョバンニ)と の違ヽヽ

。開花期は約 1か月遅い。
。花冠先端が完全に外反転する。

草丈 :90Cn

花段数 :4段
7月 中,下旬
(平坦地)

マ  シ  リ  ィ
(登 録 申請 中)

*在来種 (イ ーハ トーヴォ)と の違い
。開花が 10日前後早い。

草丈 :115cl

花段数 :6～ 8段
8月 下～ 9月 上旬

(平坦地)
ホ   モ   イ
(登 録 申 請 中)

(いわて)と の違い
。花色は自色である。

4)一代雑種の育成

優良系統間の交雑は昭和43年から開始 lン,現

在までに約2,000の交配組合せで検定を行ない,

一代雑稚 7品種を育成 lンたoこれらの特性と,現

在までに登録,又は内定中の品種の一覧を表―

11,表 -12に示した。

来  歴

育成 :昭和58年

一 代 雑 種

(』⑮])
育成 :昭和48年

一 代 雑種

([[]
育成 :昭不n58年

一 代 雑 種

(11])
育成 :昭和56年

一 代 雑 種

([][)
育成 :昭和63年

一 代 雑 種

(を‖])
育成 :昭和63年

一 代 雑 種~1ヽ
箱 僅

(警5])
一 代 雑 種

1営70

育成 :昭禾口63年
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表-12 リンドウ種苗品種登録一覧表

資料 新7L丼 1990

7 品種開発と産地化

花き類の消費の伸びについては前述のとおり

であるが,こ の消費の伸びは品目や品種の多様

化と対応 しており,新品月の開発や導入,バイ

テクブームをも背景にした新品種開発の結果と

も言える。実際に花の消費形態も, 目的,用途

が多様化 lンており, これは嗜好性の強い花き類

独特の消費構造が,高級化,多様化を要求して

おり,ひいては差別的商材の需要を生んでいる

と考えられる。この嗜好を満足させるためには,

商材としての付加価値形成が重要なポイントと

なり得るように感じられる。

こうした点は,食糧としての米や野菜などに

おける価値の尺度,基準をそのまま花き類に対

lンて適用できない理由とも考えられ,花き類の

育種の上で, どのような点にオリジナルな付加

価値を見出し, どのように生かすべきか,困難

な理由でもある。したがって,感覚的な部分が

強い花きに対する価値尺度を適確に把握するた

めには,世代別に感性のポイントを把み,それ

を商材に反映させていくことが重要と考えられ

る。

花き類に限らず,農産物全搬において産地化

を考える場合は,その商材に何らかの「 ここだ

けに l´かないJと いった主体に付加価値を持た

せる制限が存在する必要性があると考えられ ,

M 品 種 名 登 録年 月 日 登録番号 登 録 者 (育成者 ) 艦

1 竜峡 クイ ン 昭和53年 3月 31日 第 43号 久保田精男・登録取消 (6241) 鉢物向

2 晩 信  濃 昭不口57年 2月 3日 第 225号 今井満行・上原敏・瀬戸莞穂 切花向

3 アルベンカ レー 昭和57年10月 21日 第 307号 久保田宗治郎鉄 保田好雄。久保田宗治良D 鉢物向
4 嶺 明 昭和58年 5月 30日 第 431号 瀬戸莞穂 切花向

5 いわ て 乙 女 昭和59年 3月 19日 第 544号 岩手県 (吉池貞蔵・横山D 鉢物向

6 那 須 の 乙 女 同   上 第 545号 人見角一 切花向

7 ハ  イ  ジ 昭和61年 3月 3日 第 979号 豆田菊美 同上

8 さやかみどり 昭和

“

年7月 11日 第1050号 額 を 同上

9 イー́ トヽーヴォ 昭和61年 8月 8日 第1100号 岩手県 (吉池貞蔵・横山ll.・ 高橋寿一) 同上

同   L 第 1101号 同 上    (同 D 1覗

11 晩 福  寿 「ll和61年 8月 26日 第 1176号 和佐躙勝次 鉢物向

12 福 寿  盃 同   上 第■77号 同 上 阻

13 初  冠  雪 昭和62年 6月 10日 第1359号 瀬戸発穂 切花向

14 那須の 自麗 昭和62年 8月 7日 第 1415号 欲 拳蛛

`儡
杢釉 同上

15 あ さ や け 平成元年 3月 27日 第1875号 大平不叶場(大平和代・大平民人) 同上

16 千 代 の 盃 内 定 公 表 中 和佐野勝次 鉢物向

17 青  紫  盃 同   上 同 上 同上

18 桜  小  町 同   L 同 上 ln」■
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そこに産地化を生む差別化が生じてくる。

こうした主体における制限要素としては第 1

に自然条件 (気象,土壊等),第 2に栽培管理

上の特別な技術,第 3に地域限定を伴った品種,

以上の 3点が大きな要因と考えられるが,時代

や世代によつて変化する感性に対してフレキシ

ブルに,かつ積極的に対応できるという点では,

種苗によるところが大きいと考えられる。

このような品種開発の方向は,フ ラフーバイ

オ業界にも見ることができる。フラフーバイオ

業界の種苗生産額は約60億円と言われ,カ ーネ

ーションや宿根カスミソウ, シンビジウム等が

大きな品日である。バイオ技術は品質の均一性,

大量供給という点で消費ユーズ対応が早く,一

兆円産業と言われる花市場における影の技術と

して大きく貢献してきた。

しかし,大量供給が値崩れを招き,現在最も

供給量の多いカーネーションの苗は,苗価格が

頭打ちになっており,大量増殖から新品種開発

が,フ ラフーバイオの新戦略になっている。

実際に,オ ランダのフロソグン社,オースト

ラリアのカルギーンパシフィック社などでは,

遺伝子組換えにより花色を自在に変化させて新

品種育成を行なっている。

このように,品種開発は多様化する消費ユー

ズ対応する戦略として注目されてきており,今

後,この傾向が一層強まることは確実である。

岩手県では,広 く県内に自生するリンドウを,

花色が鮮明で花持ちの良いという特性から育種

対象に絞り,多様な変異個体を遺伝子源として

県内外から広く収集 lンて育種を開始 lンた0

その一方では実生による繁殖法 (移植育苗法,

プラグ育苗法)や株仕立て法などの技術開発,

バイオ技術による採種用母株の大量増殖技術の

開発などを行なってきた。

育成された リンドウの一代雑種の種子は ,

(社)岩手県農産物改良種苗センターと岩手県園

芸試験場で分担採種 し,岩手県経済連を通 じて

県内農協に一元的に供給され,栽培されるシ^
テムをとっている。

更に生産された リンドウの流通面においては

毎年,東京,大阪等の大都市で,生産者を合め

た関係機関団体で「 リンドウキャン
ペーン」を

開催するなど,岩手ブランド,オ リジナル品日

としての売 り込みを積極的に行い,産地として,

定着 と, PRを図 り,全国―の産地にまでイ申長

した。

現在,各地域で地域特産品目の検索や,オ リ

ジナル品種の開発が活発に行なわれている。在

来の品種に再度光を当てる方向や,パ イテクを

利用する方向等, さまざまな手法で検討されて

いるが,品種開発で特に重要なことは,対象

とする品目が,地域の自然条件と栽培上適合し

ているかどうかが第 1に あげられる。栽培の広

が りは,遺伝子源の広が りであり,新たな形質

を生み出す源でもある。また産地化推進が容易

である。

第 2に重要なことは,需要特性を把握するこ

とである。どのような形質が対象品目に対して

要求されていて,その形質がどのような背景で

要求されているかを明確にすることである。こ

のことは,消費ニーズを常に受身と lンて対応す

るだけではなく,逆に消費ユーズを生み出す基

本的部分でもある。

第 3には開発手法である。種子系か栄養系か,

又は一代雑種か固定種か,これは育種体制上の

問題も大きいので,充分な検討が必要と思われ

る。
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8 おわりに                  したがって,さ まざまな特性を有する系統を

花の新品種開発は,確実に伸長している花消   常に維持し, ユーズに合致する品種をいかにし
費時代の中にあって,需要の多様化に対応する   て可能な限り速やかに育成するかが今後の課題
ためには,重要な戦略である。しかしながら,   でもある。しかし,一方では,育種する側にお
品種開発には膨大な時間を必要とする場合が多   いて,新たなニーズを創出するような姿勢も必
いo                       要と考えられる。
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